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・ミューオンなどの荷電粒子が媒質中を高速で通過すると、チェレンコ
フ光が発生する。この光がMCP-PMT（Microchannel Plate 
Photomultiplier Tube）の光電面に入射すると、光電効果によって光電
子が放出される。

・放出された電子は、微細なチャネル構造を持つマイクロチャンネルプ
レートに導かれ、各チャネル内壁との衝突を繰り返すことで電子数が
指数関数的に増幅される。この電子雪崩がアノードに到達し、電気信
号として読み出される。

・ この実験で使用を検討されている角型MCP-PMTは1光子検出時の
時間分解能が34.3ps程度と非常に良い性能である。

・荷電粒子を検出するため、また多くの光子を検出することで時間分
解能の向上を目指し、厚さ10mm の石英ガラスをチェレンコフ輻射体と
して取り付けた。

MCP-PMT

・ ミューオンの異常磁気能率（g − 2）：

実験と理論の間に約5σの乖離があった

・ J-PARC muon 𝑔 − 2/EDM 実験 :
冷却ミューオンを4段の直線加速器で
再加速させるという、従来とは異なる
精密手法で𝑔 − 2 を測定し、従来の結果を確実なものへ

・ 3段目の加速器後にはバンチ幅を10ps の時間分解能で測定する
モニタが必要があり、そのモニタとして時間分解能が高いＭＣＰ-ＰＭＴが
候補として考えられている
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・統計を増やし測定精度を高める

・ Geant4によるシミュレーションを
行いと実測との比較を行う

・ＭＣＰ-ＰＭＴに電子ビームを照射した時にシミュレーションで
見積もった量よりも多くの光が観測された。目標とする時間分解能10 ｐｓ
は達成できていない。

・本研究では、宇宙線ミューオンを用いて同様の過剰な光量が
観測できるかを検証し、検出器応答の理解を深めることを目的とする。

1シンチレーションカウンター ・MCP-PMTに
宇宙線ミューオンを入射

2シンチレーションカウンター1と3の
コインシデンス回路でミューオンをトリガー

3オシロスコープで波形取得

4パルス光（光量）を評価

オシロスコープのCH
MCP-PMT ・・・ CH1
シンチレーションカウンター1 ・・・ CH2
シンチレーションカウンター2 ・・・ CH3
コインシデンス（トリガー） ・・・ CH4

・取得されたパルス波形のパルス高は
～約120 mV程度であった。

・宇宙線ミューオン由来の光子数は100個程度と予想
される。

・MCP-PMTの既知の応答値（1光子あたり約14 mV）に
基づき、取得されたパルス高から ～約8光子程度の
信号が検出されたと推定される

・現時点では、電子ビーム照射時に報告されているよ
うな過剰な光量は確認されていない

現時点で得られている結果
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